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社会分析についても、いくつかの先行研究はある（ex. 石野 2015(1950); 川村 2016: 35-44; 







































第 2 節では基本的な概念と視点について述べる。そして、第 3 節では沖縄の日本復帰ま
でのひめゆり同窓会について、第 4節では 1989年 6月 23日の資料館開館にいたる経緯に
ついて、第 5節では開館後と今日の資料館が抱える課題や未来について、それぞれ記述し、
最後に第 6節で主要な論点を確認し、まとめる。 











ンスで向かい合ってきたのかは、あまり明確ではない（福間 2014: 196-198, 204-207; ひめ
ゆり平和祈念資料館 (編) 2000: 45-46; 岡本 2007(1969): 32; 2002a: 312, 2002b: 255; 沖縄
大学地域研究所 (編) 2012: 100-101; 大城 2002a: 120-121; 櫻澤 2012; cf. 大城 2002b: 
312）。本稿は、その種の社会分析に踏み込むものではないが、これらの点を含めた総括は今
後の課題として残されていると考える。 
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点から概念化する（Anderson 1987(1983); Bauman 2001(2000): 217-260; Blanchot 






















ぎない（馬場 2015: 408-411; Luhmann 1993(1984), 1995(1984), 2003(1992), 2007(1986), 







の経営的基盤つまり組織運営力も必要である5。芸術事業団体や環境団体（Baumol & Bowen 















（Dean 1995; 樫村 2007: 12-27）。 
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6 ひめゆり平和祈念資料館の運営規則の第 2条は、設置の趣旨についての条項であり（第 1
条は規則の趣旨についての条項）、「恒久平和を念願するため、ひめゆり平和祈念資料館を設


























                                                   
7 女子師範学校（5年課程）は、このとき、3年課程の師範学校女子部予科と 2年課程の師
範学校女子部本科からなる体制になった。この予科と本科は、それぞれ現在の中学 3 年生
～高校 2 年生と高校 3 年～大学 1 年に相当し、その上に 1 年課程の師範学校女子部専攻科
（旧女子師範学校専攻科）があった。なお、高等女学校は 5 年課程を基本としたが、1943
年から 4 年課程となり、これは現在の中学 1 年生～高校 1 年生に相当した。これを修了す
れば師範学校女子部本科に進むことができた（ひめゆり同窓会相思樹会 (編) 1998: 4-5; 公
益財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり平和祈念財団立ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2008: 
17-18）。 
写真１ 1933～4年ころの相思樹の並木  写真２ 女師（右）と一高女（左）の門札 




 1991: 3） 
『人類学研究所 研究論集』第 6号（2019） 










館 (編) 2010: 66, 225; ひめゆり平和祈念資料館資料委員会 2004: 9, 38-41; 公益財団法人
沖縄県女師・一高女ひめゆり平和祈念財団 (編) 2014: 40-41; 公益財団法人沖縄県女師・一
高女ひめゆり平和祈念財団立ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2008: 7-8, 17-18, 132-139, 
2015: 3; 仲程 2012: 184-186; 西平 2015(1995/1972): 15-16; 東京ひめゆり同窓会 (編) 
1966, 1975: 7; 財団法人沖縄県女師・一高女同窓会 (編) 1987: 31, 34, 56-68, 104-121, 174, 
178, 665-667, 699-700; 財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり同窓会 (編) 1991: 21, 98, 















学校名 戦後の通称 学徒動員数 学徒戦死者数 戦死者数合計 
沖縄師範学校女子部 
ひめゆり学徒隊 
157 81 生徒 211 
教師  16 県立第一高等女学校 65 42 
県立第二高等女学校 白梅学徒隊 46 17 
生徒 58 
教師  8 
県立第三高等女学校 なごらん学徒隊 10 1 
生徒  2 
教師  0 
県立首里高等女学校 瑞泉学徒隊 61 33 
生徒 55 
教師  0 
沖縄積徳高等女学校 積徳学徒隊 25 4 
生徒 28 
教師  5 
昭和高等女学校 梯梧学徒隊 17 9 
生徒 58 
教師  4 
図表 1 沖縄本島地域の女子学徒隊とその戦死者数（公益財団法人沖縄県女師・一高女ひ
めゆり平和祈念財団立ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2008: 8）より作成 
写真５ 戦前の同窓会館 
（財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり



















財団立ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2008: 8, 30-34, 133-143; 西平 2015(1995 /1972); 青
春を語る会 (編) 2006; 財団法人沖縄県女師・一高女同窓会 (編) 1987: 733; 財団法人沖縄
















                                                   
8 戦後の沖縄における教員組織について、ここで概観しておく。1947 年 2 月に結成された
戦後初の教職員組織である沖縄教育連合会は、琉球政府発足とおなじ 1952 年 4 月 1 日に、
沖縄教職員会へと改組された。この組織は、法律上は労働組合ではなく、公益社団法人であ
った。政治的党派からの自律を掲げ、幼稚園から大学、事務職員から校長までの全教職員と












写真６ 沖縄文教学校     
（那覇市文化局歴史資料室 (編) 1996: 124） 
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合祀されている（普天間 2015; ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2000: 1-3, 2010: 66, 225; 北
村 2009: 137-138; 公益財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり平和祈念財団立ひめゆり平和
祈念資料館 (編) 2008: 204; 小林 2010: 121-125; 仲田 2005, 2008; 仲程 2012; 仲宗根 
1983: 127-128; 沖縄県生活福祉部援護課 (編) 1996: 57-58; 沖縄タイムス社 (編) 1998: 25; 
琉球政府 (編) 1989(1971): 917; 櫻澤 2015: 11; 財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり同窓
会 (編) 2004: 78-81, 95-101）。 
ひめゆり学徒隊生存者は、たがいに、また女師・一高女の卒業生（上級生）や恩師たちと





縄教職員会の社会運動における役割も低下していった。71 年 9 月に、沖縄教職員会は労組
である沖縄県教職員組合へと移行し、74年 4月には日教組に正式加盟した（新崎 2016: 58-
69; ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2000: 21; 森宜 2016: 149-153; 戸邊 2008: 158; 櫻澤 
2012: 65-129, 193-251, 2015: 43-46, 84-87, 112-114, 127-145, 179-180）。 
写真７ ひめゆりの塔と名を刻んだ銘板（1947
年）（財団法人沖縄県女師・一高女同窓会 (編) 
1987: 5）   
写真８ 納骨堂と十字架 

















とも若い、最後の世代であった（ひめゆり同窓会東京支部 (編) 1995: 10; ひめゆり平和祈
念資料館 (編) 2010: 119, 225; ひめゆり平和祈念資料館資料委員会 2004: 152, 139-147; 公
益財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり平和祈念財団 (編) 2014: 41; 東京ひめゆり同窓会 
(編) 1966: 1; 財団法人沖縄県女師・一高女同窓会 (編) 1987: 673-676; cf. 女師・一高女ひ




















（ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2000: 2-4, 8-9; 公益財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり
平和祈念財団 (編) 2014: 41; 北村 2009: 137-153; 小林 2010: 172-177; 仲宗根 1951; 仲
田 2005; 櫻澤 2010: 22; 吉田 2016b; 財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり同窓会 (編) 
2004: 80）。 
 ひめゆりの塔では、6 月の慰霊の日に慰霊祭をおこなうようになり、1951 年の 7 回忌こ
ろから、この慰霊祭に参加する同窓生も増えていった。1957年の 13回忌には、真和志村民
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1998: 365-366, 383-384; ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2000: 18-20, 2010: 119; ひめゆり
平和祈念資料館資料委員会  2004: 148, 
152; 公益財団法人沖縄県女師・一高女ひめ
ゆり平和祈念財団 (編) 2014: 41; 公益財団
法人沖縄県女師・一高女ひめゆり平和祈念
財団立ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2015: 
3; 財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり同













































「女神の像」（1951 年）、「乙女像」（1952 年、台風で倒壊）、「ひめゆり像」（1956 年）、旧
琉球王家子孫の歌碑（1959 年）、「いはまくらの碑」（1990 年）、千羽鶴献納堂（1991 年）、
敷地購入に貢献した日系二世の篤志家の顕彰碑（1997 年）など――が寄贈されたり新たに
建立されたりした（普天間 2015: 10; ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2000: 12-13; 財団法人



























クトは、断念せざるをえないという結論に達した。後述する 33 年忌を迎えた後の 1977 年
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に達し、今日までつづいている（ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2000: 25, 31, 2010: 119; 公
益財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり平和祈念財団 2011; 財団法人沖縄県女師・一高女




















館 (編) 2000: 23-25, 2010: 152-157, 225, 
228; ひめゆり平和祈念資料館資料委員
会 2004: 149; 吉田 2016b; 財団法人沖
縄県女師・一高女同窓会 (編) 1987: 299; 
財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり同
窓会 (編) 2004: 86, 115-118）。 
さて、いまひとつの転機は、1980年 7
月から、朝日新聞社が沖縄タイムス社と


































本社企画部 (編) 1980; ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2000: 25-26, 31, 2010: 9, 119-121, 
132; 櫻澤 2015: 225; 財団法人沖縄県女師・一高女同窓会 (編) 1987: 683; 財団法人沖縄県











                                                   
10 この展示資料の一部は、2011年に東京大空襲・戦災資料センターやひめゆり同窓生の遺
族からひめゆり平和祈念資料館に寄贈された（公益財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり平
和祈念財団立ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2011: 1-2）。 
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るようになる者もいた。結局、1989 年 8 月 31 日までに、建設資金として 2 億円強が集ま
った（ひめゆり同窓会東京支部 (編) 1995; ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2010: 9-10, 31, 
119-122, 225; 公益財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり平和祈念財団 (編) 2014: 41; 本村 
2016: 88-90; 櫻澤 2015: 211, 223-225, 229; 財団法人沖縄県女師・一高女同窓会 (編) 1987: 



































の時間を削って夜まで作業をする日々がつづいた（ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2010: 31, 
105, 122-127, 212, 225-226; 財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり同窓会 (編) 2002: 212-








                                                   
12 伊原第三外科壕では、のちの 1993 年に 2 週間にわたる地質学調査もおこなわれた。長
期にわたる保存が可能かどうかの確認のためである。壕は、おおきな問題はなく、緊急の対
策なしに保存が可能と診断された（ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2010: 35; 財団法人沖縄
県女師・一高女ひめゆり同窓会 (編) 2004: 87）。 




ゆり同窓会 (編) 2004: 84）。 
 
『人類学研究所 研究論集』第 6号（2019） 








平和祈念資料館 (編) 2000: 33-34, 2010: 133; 財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり同窓会 

























て、1987年 3月に資料館建設地となる県有地 5278㎡を購入し、同年 10月にあらためて糸
満市を介して県に資料館建設許可申請書を提出する運びとなった（ひめゆり平和祈念資料
館 (編) 2010: 31, 128-129, 226; 本村 2016: 97-100; 財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり




























資料館建設は実現に向かったのであった（ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2000: 38-43, 2010: 
31-32, 129-132, 226; 小林 2002: 285-288; 財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり同窓会 





















という経緯があった（知念 1995; 佐々 2011(2009)）。このことが忘却されていなかったと
すれば、ひめゆり同窓会側が来訪者のガマへの立ち入りを認めてほしいと述べても、行政側
がそれを受け入れ、霊域観を転換することは、難しかったのではないだろうか。 
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月、総工費 3 億 3 千万円強（寄付金 2 億 2千万円、銀行借入金 1億 1 千万円）のひめゆり
















ゆり平和祈念資料館 (編) 2010: 16, 36, 109-110, 240-241; 西平 2015(1995/1972): 192; 財
団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり同窓会 (編) 2002: 21, 300-301; 沖縄タイムス 1989年


















は高校生である。入館者がもっともおおかった年は開館 10 年後の 1999 年であり、100 万
人を記録した（ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2010: 32, 47-49; 公益財団法人沖縄県女師・

























めゆり平和祈念資料館 (編) 2010: 32, 50-52, 67, 102, 105, 108, 131, 190; 財団法人沖縄県
女師・一高女ひめゆり同窓会 (編) 2002: 370）。 
館内展示は、「沖縄戦前夜」「南風原陸軍病院」「南部撤退」「鎮魂」「回想」の 5つのスペ
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するかを主題とした意見交換もおこなった（ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2010: 32, 41, 43-










の 7 年忌に当たる 2001 年には、仲宗根
を主題とした企画展も開催した（ひめゆ
り平和祈念資料館  (編 ) 2010: 36, 42, 
143-144, 160-164; 森宜 2016: 148, 185-
188; 財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆ





祈念資料館 (編) 2010: 38）。 





































館 (編) 2010: 13-14, 32, 44-45, 141, 167-171, 183-185, 261; 財団法人沖縄県女師・一高女
ひめゆり同窓会 (編) 2004: 184-193, 213-217）。 
 資料館では、来館者が書き記した感想文を年代に分けて保管している。開館以来、毎年 2






(編) 2010: 32, 52, 64, 231-237, 268-271）。 
 開館 20 周年にあたる 2009 年に、老朽化した白い「ひめゆりの塔」は全面的に改装され
た。あらたに学徒隊の死者 18名の名前を追記し、227名がこの白いひめゆりの塔に刻印さ
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20 年で 17 名へと減少し、その日の体調により資料館での証言員の仕事を休むという場合
も出てきた。これを受けて、上で触れたように、説明員も増員された。また、2012年には、
糸満市の平和の語り部育成事業の研修生 15名を受け入れて、館内でのガイド研修の機会を
提供し、次の世代の語り部の育成にも関わった（ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2010: 174, 
197-199, 209-210, 214, 230; 糸満市役所企画開発部秘書企画課 (編) 2013）。 
 開館以来、資料館は財団法人ひめゆり同窓会の下におかれてきた。なお、2001 年までは
同窓会長が財団法人の理事長であった。財団法人ひめゆり同窓会理事会における資料館や
館長の位置づけはたびたび改編されたが（ひめゆり平和祈念資料館 (編) 2010: 231, 234; 財












に証言員が減少する中で、2015 年 3 月をもって「元ひめゆり学徒による講話」を終了し、
説明員や学芸員による「次世代による平和講話」へと引き継ぐこととした。ただし、2018










財団 2014: 45-47; 公益財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり平和祈念財団立ひめゆり平和




















沖縄県女師・一高女ひめゆり平和祈念財団 2014: 5, 19; 沖縄県平和祈念資料館 (編) 2014: 

















となった。白梅の塔は糸満の国吉に 1947 年に建立され、2 度建て直された。なお、現在
の松山公園の校地跡には、「白梅の乙女たち」像がある。 
 
写真１６ 積徳高等女学校慰霊之碑  写真１７ 白梅の塔 
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念はない（普天間 2016: 10; 公益財団法人沖縄県女師・一高女ひめゆり平和祈念財団立ひ

























の元学徒隊生存者 7名から出発し、一時期最大で 28名の会員がいたが、解散直前は 9名と
なっていた（新崎 2016: 133-134; 中山・平野 2014; cf. 青春を語る会 (編) 2006; 白梅同窓
会 (編) 2006; http://ryukyushimpo.jp/news/entry-244371.html; http://ryukyushimpo.jp/ 
news/entry-246239. html）。 
15 こうした観点から資料を収集し、おもに写真を媒体に展示したのが、大田昌秀が立ち上
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女師・一高女ひめゆり同窓会 (編) 2002: 275）、それを踏まえて資料館建設というおおいな
る目的へと向かったといえる。他の学徒隊生存者の同窓会組織には、そうした強いイメージ
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16 たとえば、1945年に民間人向けに開設された米軍政府病院では、ひめゆり学徒隊生存者
20 名が、自決した学友たちへの思いを胸に、自ら志願して精神科病棟患者の世話を引き受





































看取しうる。ハイデガーは、およそこうした議論を提示した（木田 1983, 2000: 39-44, 65-
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から、「現存在」を規定し直した（Agamben 2009(1982): 15-26, 72, 139, 146-147, 192-198, 
200, 202, 236-241; Blanchot 1997(1983); Delanty 2006(2003): 189; Nancy 2001(1999); 西
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